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【研究構想図】 
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研究主題 

早期からの継続した 
教育支援体制の整備に関する研究 

―小・中・高をつなぐ「引継ぎシート」の開発・試行を通して― 

【研究担当者】 岩井澤 通 代  外 舘   悌 

【この研究に対する問い合わせ先】 

TEL 0198-27-2821  FAX 0198-27-3562 

E-mail sien-r@center.iwate-ed.jp 

場・会議等 内容 
職員会議 
校内委員会 
学年会 
支援会議 

・校内での共通理解 
・本人や保護者との情報共有（①支援内容の確認 ②支援内容の随時見直し） 
・関係機関との情報共有 
・支援内容の検討 
・「引継ぎシート」をもとにした「個別の指導計画」の作成 
・「個別の指導計画」を活用した指導・支援 

 

 

研究内容の詳細は，当センターの Web ページに掲載しています。 

https://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/210sien.html 

「障害のある児童生徒等に対する早期からの一

貫した支援について（通知）」（文部科学省，

2013）において，個別の教育支援計画作成の重要

性が明示されています。個別の教育支援計画を作

成している幼稚園，小・中学校及び高等学校の達

成状況は年々上昇している（文部科学省，2017）

ものの，その活用が求められている現在，各学校

における活用にはばらつきがあるのが現状です。

いわて特別支援教育推進プラン（2019～2023）策

定に係る調査結果（岩手県教育委員会，2018）に

よると，進学時の引継ぎや情報共有ができている

とする肯定的評価の割合が，小学校から中学校，

高等学校へと進むにしたがって低下している現状

があります。また，学校（園）長と保護者との肯

定的評価の割合を比較すると，保護者の割合が学

校（園）長の割合より低い傾向が見られました。 

これらの課題を改善していくために，本研究で 

は，モニター校からの意見調査を踏まえた「引継

ぎシート」の開発，「作成・活用ガイドブック」

を作成することにより，引継ぎを確実に行うため

の仕組みを構築し，早期からの継続した教育支援

体制の整備に資することを目的としたものです。 

 

 

段階 時 期 内  容 具体的な手順 

作
成
前 

４月～ 
 

本人・保護者との
情報共有 

・学校と保護者で，日頃から情報共有を行い，保護者との関係づくり
をする。 

・対象児童の支援内容等を確認する。 

 
 
 
 
作
成 
・
同
意 
 

４月～ 
11 月頃 
 

校内委員会等を開
き，中学校等への
引継ぎが必要な児
童を確認 

・既に保護者の了承のもとに支援を行っている児童であるかを確認す
る。 

＜校内委員会＞ 
①引継ぎが必要な場合の報告 
（担任・特別支援教育コーディネーター） 
②作成対象児童，今後の取組等の確認 

12 月頃 
 

保護者との面談 ・担任から保護者へ「引継ぎシート」を 
もとに学校生活の様子について伝える。 

・保護者の要望や今後の指導・支援の方 
向性，「引継ぎシート」の修正箇所等に 
ついて確認する。 

２月頃 「引継ぎシート」
を進学予定の学校
に提出することを
保護者と確認する 

・担任と保護者との間で，「引継ぎシート」を進学予定の学校に提出す
ることを確認し，保護者から同意を得る。 

 
 
引
継
ぎ 
 

３月上旬 進学先の学校に連
絡し，引継ぎの日
程を調整 

・双方にとって都合がよい日程を調整し，小中連携会議，小中引継ぎ会
議等で引継ぎを行う。 

３月中旬 進学先の学校へ，
「引継ぎシート」
を送付する。 

・小学校から中学校へ，「引継ぎシート」を簡易書留による郵送又は直
接持参する。 

３月下旬 担当者同士が面談
し，支援情報の引
継ぎ 

・「引継ぎシート」をもとに，児童の基本情報を引き継ぐ。 

引
継
ぎ
後 

４月～ 進学先との情報交
換 等 

・必要に応じて，進学先の学校と情報交換を行う。 
 

 Ⅰ 研究構想 

「引継ぎシート」を作成する 

・「引継ぎシート」の内容 

・「引継ぎシート」作成の対象 

・保護者との情報共有 

・「引継ぎシート」の作成 

・「引継ぎシート」と「個別の教育支援計画」等との関係 

「引継ぎシート」を活用する 

・小学校から中学校等への引継ぎ 

・中学校から高等学校等への引継ぎ 

Q＆A 

 

段階 時 期 内  容 具体的な手順 

引
継
ぎ 

３月下旬 
～ 

４月上旬 

進 学 先 の 学 校 等
へ，「引継ぎシー
ト」を送付する。 

・高等学校入学者選抜，特別支援学校入学者選考の合格発表後，速やか
に中学校から進学先の学校等へ，「引継ぎシート」を簡易書留による
郵送又は直接持参する。 

 

「引継ぎシート」活用の具体的手順 

 Ⅲ 「引継ぎシート」作成・活用ガイドブック 

小学校から中学校等への引継ぎについて示しています。 

 

中学校から高等学校等への「引継ぎ」段階における具体的手順 

 

支援の方向性の確認をする 

 

・学校生活の様子 

・保護者の要望 

・今後の支援の方向性 

 「引継ぎシート」を引き継ぎます 

 
学校間での連携を図ります 

 
「引継ぎシート」を引き継ぎます 

「引継ぎシート」の活用例 校内委員会等で検討した内容は，教職員全体で共有しましょう。 

 

 

 

現籍校での
継続した支援
を確実に行う
ことができま
す。 

 



 

 Ⅱ 「引継ぎシート」の開発 

①通常の学級に在籍する教育上特別な支援を必要とする児童生徒とは 

・知的発達の遅れが疑われる ・能力や興味関心の偏りが見られる 

・行動面に困難さが感じられる ・対人面に困難さが感じられる 

・社会性に困難さが感じられる  ・学習面に困難さが感じられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「引継ぎシート」作成の対象 
 項目 ねらい 記入の仕方 

１ 児童生徒

の概要 

児童生徒の基本情報を共有し，進学先での支

援に生かします。「興味・好きなこと」や「苦手

なこと」，「本人の将来の希望」等を確認します。 

児童生徒本人の基本情報を記入するものです。「家族関係の特記事項」

には，本人の状態や支援内容を検討する上で必要な情報を記入します

（例：家族構成，外国籍の保護者，家庭内使用言語等）。 

２ 保護者か

らの要望 

 保護者からの要望を理解した上で，指導・支

援の方向性や具体の支援方法等を確認します。 

保護者からの要望に該当する事項について，学習，生活，発達，健康

等，当てはまる欄にチェックを入れ，その具体的内容を記入します。 

３ 出席状況  教育上特別な支援を必要とする児童生徒の出

席状況や学びの場の様子を確認します。 

児童生徒が学習活動を行っている場所に当てはまる欄にチェックを

入れます。出席日数等に数字を記入するとともに，欠席・遅刻・早退・

別室登校がある場合には，理由・きっかけを記入します。 

４ 学習上・

生活上の

様子 

 児童生徒が学校生活や家庭生活において獲

得・活用している内容を確認するとともに，教

育上特別な支援を必要とする内容についても多

面的に確認します。 

学校での様子を記入します。あらゆる障がい種や児童生徒の状況に対

応するために，特別支援学校学習指導要領「自立活動編」の自立活動の

項目を参考に作成しています。 

５ 学校での

様子 

 現籍校での児童生徒の様子を一日の流れに沿

って確認します。併せて，現籍校で行っている

支援内容や配慮事項を確認します。 

小学校から中学校への引継ぎに関しては，小学６年時の様子を記入し

ます（中学校から高等学校の場合は，中学３年時）。保護者と確認してい

る合理的配慮は，必ず記入します。支援を必要としない項目は，記入す

る必要はありません。 

 

① 通常の学級に在籍する教育上特別な支援を必要とする児童生徒 

（ ※通級による指導を受けている児童生徒を含む） 

② 特別支援学級に在籍する児童生徒 

 

教育上特別な支援
を必要とする児童生
徒であり，医療機関か
らの診断の有無は問
いません。 

「引継ぎシート」記入方法 
 

作成の対象者を具体的に示しています。 

引継ぎにおいて重要と思われる事項について記入します。 

薬名が複数で書きれ
ない場合は，「その
他参考事項」に記入 

手帳がある 
場合は記入。 

作成対象となった学年
時から記入 

元号で記入。 

診断された 
時期を記入。 

相談開始時期
を記入 

支援が必要と思われる
ものの中から，本人の
様子を記入。その様子
に応じた支援内容や配
慮事項を記入 

「引継ぎシート」の内容は，以下の５項目に構成されています。 「引継ぎシート」の内容 

 

医師からの助言を
記入（安全面，配
慮事項等） 

学習面，生活面，
友人関係，特性等
を記入 

具体的な進路や本人の
夢，将来の暮らし方等
について記入 

家族構成，外国籍の保護者，
家庭内使用言語等を記入 

本人や進学先の学校に対
しての願いや支援が必要
と思われることを記入。
家庭で取り組んでいるこ
とを記入 

保健室・別室，適応指導教
室への登校，出席も含む 

できているところ
にチェックをする 

 

進学先の学校で，現
籍校での支援の継続
を希望する場合には
○を記入 

指導上参考になる事項
を記入 

進学予定の学校名や
関係機関名等を記入 

 

 

保護者と情報を 
共有しながら作成 
しましょう。 

元号で記入。 


